
AI導入・活用に使える補助金とは？中小

企業者等向け制度と活用事例を解説 

※記事内容は、記事更新日時点の情報です。最新の情報は、必ず各制度の公式 HP をご確認くださ

い。 

 

AI技術の活用による業務効率化や人手不足対策に注目が集まる中、AIツールやシステムの導入には一

定の費用がかかります。 

 

しかし、補助金制度を活用することで、その費用負担を軽減できる場合があります。 

 

そこでこの記事では、AI導入・活用に使える主な補助金制度の概要や活用事例等を解説します。 

 

＜紹介する補助金一覧＞ 

補助金名 補助対象事業 

デジタル化・AI導入補助金 業務効率化や DX等に向けた IT ツール（ソ

フトウェア、サービス等）の導入 

ものづくり補助金 生産性向上や持続的な賃上げに向けた新製

品・新サービスの開発に必要な設備投資等 

中小企業新事業進出補助金 新市場・高付加価値事業への進出にかかる

設備投資等 

中小企業省力化投資補助金（カタログ注文型） IoTやロボットなどの付加価値額向上や生産

性向上に効果的な汎用製品を「カタログ」から

選択・導入すること 

中小企業省力化投資補助金（一般型） 個別の現場や事業内容に応じた設備導入や

システム構築などの省力化投資 



1. デジタル化・AI導入補助金 

 

出典：デジタル化・AI導入補助金 チラシ 

掲載ページ：中小企業庁 支援策チラシ一覧 

 

デジタル化・AI導入補助金は、AI等を活用した業務効率化や DXの推進、セキュリティ対策に資する

IT ツール等の導入を支援する制度です。 

活用事例 

本補助金を活用した主な AI導入・活用事例は、次のとおりです。 

 

（1）AI による自動仕訳により経理処理の大幅な効率化を実現（建設業） 

従前、仕訳や請求管理などの事務負担が大きく、給与計算業務も煩雑でした。そのため、クラウド会計ソ

フトを導入し、AI による自動仕訳や業務の一元化を実施しました。 

 

その結果、給与計算業務の人員を最大 3名から 1名に削減し、作業時間を 5日から 1日に短縮しまし

た。 

 

https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/yosan/r7/r6_it.pdf
https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/support.html


参照：デジタル化・AI導入補助金 公式 HP（IT ツール活用事例） 

 

（2）見積書作成に係る工数が大幅に削減（建設業） 

従前は、各工程に課題があり、見積書作成までに一定期間を要していました。そのため、住宅営業支援

システムを導入し、業務の効率化を図りました。 

 

その結果、見積作成期間を約 1.5か月から最短 5日に短縮しました。また、AI により図面を 3D・VR化

することで完成イメージが明確となり、顧客満足度の向上につながりました。 

参照：デジタル化・AI導入補助金 公式 HP（IT ツール活用事例） 

2. ものづくり補助金 

 

出典：ものづくり補助金 チラシ 

掲載ページ：中小企業庁 支援策チラシ一覧 

 

ものづくり補助金は、中小企業・小規模事業者等の生産性向上や持続的な賃上げに向けた新製品・新

サービスの開発に必要な設備投資等を支援する制度です。 

https://it-shien.smrj.go.jp/applicant/example/
https://it-shien.smrj.go.jp/applicant/example/
https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/yosan/r7/r6_mono.pdf
https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/support.html


活用事例 

本補助金を活用した主な AI導入・活用事例は、次のとおりです。 

 

（1）ものづくり補助金を活用した品質管理・トレーサビリティ高度化の取組事例（製造業） 

過去、ものづくり補助金を活用して、自動切断機やクリーン環境設備を導入することで生産体制の高度

化を進めました。その後も業務改善や IT化に取り組み、改善を積み重ねています。 

 

こうした流れを踏まえ、令和 4年に再びものづくり補助金（11次公募）に申請し、AI外観検査システム

およびトレーサビリティ管理システムを導入しました。 

 

その結果、品質管理の強化とトレーサビリティ体制の構築・高度化を実現しています。  

 

参照：独立行政法人 中小企業基盤整備機構 補助金への取組を契機に地域支援機関との関係が

構築され、経営基盤を強化 

 

（2）ものづくり補助金を活用した熱伝導率測定装置の開発 

※本事例は AI導入事例ではなく、計測業務の高度化に関する事例です。 

制御技術を基盤とする装置メーカーでは、ものづくり補助金を活用し、GHP法による熱伝導率測定装置

を開発しました。 

 

既存の測定装置を改良し、測定プロセスの見直しにより、従来 10時間を要していた測定時間を 5時間

に短縮するなど、装置性能の高度化を実現しています。 

 

その結果、測定業務の効率化が進み、計測プロセス全体の生産性向上につながっています。 

※GHP法：Guarded Hot Plate（保護熱板式）…断熱材の熱伝導率を測定する方法 

 

参照：独立行政法人 中小企業基盤整備機構 制御技術を武器に、ロボットや AI を活用した未来を

描く 

https://seisansei.smrj.go.jp/case/20240920.html
https://seisansei.smrj.go.jp/case/20240920.html
https://seisansei.smrj.go.jp/case/20230220.html
https://seisansei.smrj.go.jp/case/20230220.html


3. 中小企業新事業進出補助金 

 

出典：中小企業新事業進出補助金 チラシ 

掲載ページ：中小企業庁 支援策チラシ一覧 

 

中小企業新事業進出補助金は、既存の事業とは異なる、新市場・高付加価値事業への進出にかかる

設備投資等を支援する制度です。 

活用事例 

本補助金を活用した主なAI導入・活用事例は次のとおりです。なお、新事業進出補助金の採択事例に

ついては詳細が一般公開されていないため、事業計画名のみを掲載しています。 

 

（1）AI監視カメラによる建設現場 DX支援事業（建設業） 

（2）AI によるコンテナダメ－ジチェックシステムの製造販売 （製造業） 

 

出典：中小企業新事業進出補助金 第 2回公募 採択案件一覧 

掲載ページ：中小企業新事業進出補助金 公式 HP（第 2回公募 補助金交付候補者の採択結

果） 

https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/yosan/r7/shinjigyo_shinsyutsu.pdf
https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/support.html
https://shinjigyou-shinshutsu.smrj.go.jp/docs/shinjigyou_saitakukekka_02.pdf
https://shinjigyou-shinshutsu.smrj.go.jp/results
https://shinjigyou-shinshutsu.smrj.go.jp/results


4. 中小企業省力化投資補助金（カタログ注文型） 

 

出典：中小企業省力化投資補助金 カタログ注文型ご案内チラシ 

掲載ページ：中小企業庁 支援策チラシ一覧 

 

中小企業省力化投資補助金（カタログ注文型）は、IoTやロボットなど生産性向上や付加価値額向

上に効果的な汎用製品を「カタログ」から選択して導入する制度です。 

活用事例 

本補助金を活用した主な AI導入・活用事例は、次のとおりです。 

 

（1）映像解析 AI による交通誘導システム（建設業） 

「映像解析AIによる交通誘導システム」は、工事現場に設置したカメラ映像をAIが常時解析し、車両や

歩行者の接近状況および交通状況をリアルタイムで把握する仕組みです。 

 

分析結果はAIオペレーターへ共有され、誘導判断の支援に活用されます。また、LED表示装置を通じて

進行・停止などの指示を現場へ提示し、人と AI が協働して交通誘導を行います。 

 

https://shoryokuka.smrj.go.jp/assets/pdf/shoryokuka_leaflet_catalog.pdf
https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/support.html


このシステムを導入することにより、交通誘導員の配置数削減が可能となります。 

 

参照：中小企業省力化投資補助金 カタログ注文型 公式 HP（製品カテゴリ検索） 

 

（2）AI外観検査用画像処理システム（製造業） 

「AI外観検査用画像処理システム」は、製造工程における目視検査をAI技術と画像処理技術により自

動化・効率化する外観検査装置です。 

 

インテリジェントカメラユニット（AI画像処理ユニット）、LED照明、レンズ、検査アプリケーションなどで構

成され、製造ライン上でキズや汚れ、異物混入などの異常を検出します。 

 

製造工程内での異常検知や品質管理を効率化し、生産性向上に貢献します。 

 

参照：中小企業省力化投資補助金 カタログ注文型 公式 HP（製品カテゴリ検索） 

5. 中小企業省力化投資補助金（一般型） 

 

出典：中小企業省力化投資補助金 一般型ご案内チラシ 

掲載ページ：中小企業庁 支援策チラシ一覧 

https://shoryokuka.smrj.go.jp/catalog/product_catalog/search/
https://shoryokuka.smrj.go.jp/catalog/product_catalog/search/
https://shoryokuka.smrj.go.jp/assets/pdf/shoryokuka_leaflet_ippan.pdf
https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/support.html


 

中小企業省力化投資補助金（一般型）とは、人手不足に悩む中小企業等に対して、個別の現場や

事業内容に応じた設備導入やシステム構築などの省力化投資を支援する制度です。 

活用事例 

本補助金を活用した主な AI導入・活用事例は、次のとおりです。 

 

（1）立体型仕分けロボットの導入（倉庫業） 

従前、多品種少量の仕分けや検品が人手に依存しており、誤配送の発生や返品判定・仕分けの属人

化、さらに人材確保の難しさや人件費高騰、当日出荷対応の負荷増大といった課題が生じていました。 

 

こうした状況を踏まえ、商品投入のみで自動仕分け・検品を行い、誤投入時の自動排出や満杯検知機

能などを備えた立体型仕分けロボットを導入しました。 

 

その結果、ヒューマンエラーを低減したほか当日出荷を安定維持し、出荷能力の向上と省力化による業務

効率改善を実現しています。 

 

参照：中小企業省力化投資補助金 一般型公募（第 4回） 採択結果について 

掲載ページ：中小企業省力化投資補助金 一般型 公式 HP（採択結果） 

 

（2）コンテンツ作成業務における生成 AI活用（広告業） 

デザイナーが 1案件ごとに複数のデザイン案を作成しており、採用されない案の作成も含めて非効率な作

業が発生していました。 

 

こうした状況に対し、生成 AI を活用して複数案を即時に作成できる体制を整備しました。 

 

さらに、保有する独自素材と生成 AI を組み合わせることで、デザインの幅の拡大も期待できる取組です。 

 

参照：生成 AI を活用した事業計画例（第 1版） 

掲載ページ：中小企業省力化投資補助金 一般型 公式 HP 

https://shoryokuka.smrj.go.jp/assets/pdf/grant_adoption_summary_ippan_04.pdf
https://shoryokuka.smrj.go.jp/ippan/grant_adoption/
https://shoryokuka.smrj.go.jp/assets/pdf/shoryokuka_catalog_case_ai_01.pdf
https://shoryokuka.smrj.go.jp/ippan/


まとめ 

この記事では、AI導入・活用に使える主な補助金制度の概要や活用事例等を解説しました。 

 

AI の導入や活用は、業務効率化や生産性向上に寄与する一方で、一定の費用負担が伴います。 

 

しかし、補助金によってその負担を軽減できる場合があります。今後、AIの導入・活用を予定している場

合は、補助金の活用もあわせてご検討ください。 

 

令和 8年 5月 26日 作成：株式会社 Stayway 


